
る
織
言
敷
則
を
増
補
し
、
荘
雅
な
る
一
冊
本
と
し
て
新
に
刊
行
さ
れ
た
り
。

今
朱
氏
刊
本
に
捩
り
之
に
訓
貼
を
施
こ
し
原
本
の
ま
4
縮
撮
し
以
て
同
好
に

頒
た
ん
と
す
。
漆
工
家
は
勿
論
一
般
の
エ
藝
家
、
美
術
史
家
は
必
ず
寓
目
さ

る
べ
き
稀
世
の
珍
籍
な
り
。

此
の
本
の
打
費
刊
行
の
企
が
あ
っ
て
右
の
廣
告
文
を
受
け
た
編
輯
子
は
い

ろ
／
＼
相
談
の
結
果
月
報
購
詔
者
に
は
月
報
附
録
と
し
て
差
上
げ
る
事
に

致
し
ま
し
た
。

〔拾〕

但
し
上
製
（
和
紙
に
刷
っ
た
も
の
）
を
望
ま
れ
る
方
は
賓
費
金
五
捨
錢

也
を
添
え
て
田
邊
孝
次
氏
へ
お
申
込
を
願
ひ
ま
す
。

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
六
巻
第
五
号
）

③

大
村
西
崖
の
死
去

教
授
大
村
西
崖
は
晩
年
に
至
っ
て
な
お
一
陪
研
究
、
著
述
、
講
演
、
文
人
画

の
制
作
等
に
精
力
を
注
い
で
い
た
が
、
大
正
十
五
年
春
か
ら
体
調
を
崩
し
た
。

同
年
五
月
に
第
五
回
目
の
支
那
旅
行
を
試
み
て
呉
県
角
直
鎮
の
保
型
寺
に
赴

き
、
楊
恵
之
作
と
伝
え
ら
れ
る
塑
像
羅
漠
を
調
査
。
こ
れ
を
『
塑
壁
残
影
』
と

し
て
出
版
し
、
十
二
月
に
は
自
作
文
人
画
展
を
開
い
て
作
品
集
『
智
中
邸
堅』

を
出
版
し
た
が
、
翌
昭
和
二
年
一
月
喀
血
し
、
三
月
七
日
（
公
式
文
書
に
は
全

に
肺
癌
の
た
め
急
逝
し
た
。

に
牛
込
区
矢
来
町
三
番
地
の
自
宅
で
行
わ
れ
、
十
―――
日
に
郷
里
静
岡
県
岩
淵
で

本
葬
が
挙
行
さ
れ
、
同
地
光
栄
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。

西
崖
の
業
絞
に
つ
い
て
は
本
書
で
既
に
再
三
触
れ
た
が
、
な
お
参
考
の
た
め

に
正
木
の
追
悼
談
話
を
左
に
転
載
す
る
。

て
八
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。
）

告
別
式
は
十
一
日

大
村
西
崖
氏
の
死
を
悼
む

大
村
氏
は
美
術
學
校
第
一
回
の
卒
業
生
で
明
治
廿
六
年
に
卒
業
さ
れ
た
。

そ
の
時
の
卒
業
生
は
日
本
霊
に
横
山
大
観
彫
刻
に
大
村
西
崖
、
白
井
雨
山
氏

が
居
た
。
横
山
、
大
村
の
雨
君
は
學
校
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
京
都
の
美
術
學

校
に
赦
師
と
な
っ
て
行
っ
た
。
其
後
東
京
に
蹄
り
永
く
美
術
學
校
の
教
師
と

な
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。

大
村
君
は
モ
ト
／
＼
彫
刻
の
出
だ
け
ど
、
そ
れ
で
な
く
美
術
の
歴
史
を
赦

育
し
た
。
そ
れ
に
彫
刻
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
入
學
前
か
ら
縮
霊
の
方
を

や
つ
て
ゐ
た
し
學
校
の
方
針
も
や
は
り
さ
う
で
あ
っ
た
の
で
、
箱
聾
の
方
に

も
隧
分
精
通
し
て
ゐ
ら
れ
た
。
美
術
の
歴
史
の
研
究
を
進
め
て
行
く
と
、
ど

う
し
て
も
支
那
の
事
や
、
佛
数
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
大
村
君
は

盛
に
佛
教
の
一
切
純
を
繰
り
返
し
／
＼
誼
ん
だ
。
亦
韻
籍
を
も
片
端
か
ら
詔

破
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
精
力
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
讀
書
の
方

法
が
非
常
に
早
く
て
要
領
を
得
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
皆
後
に
役
立
つ
て
行
く
の

で
あ
っ
た
。
審
美
書
院
か
ら
出
て
ゐ
る
た
く
さ
ん
の
美
術
書
は
大
村
君
の
手

塑
編
」
な
ど
あ
る

「
東
洋
美
術
大
観
」

を
彿
つ
て
ゐ
る
非
常
に
債
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
氏
は
亦
佛
数
を
研
究
し

〔志
〕

出
し
て
か
ら
密
佛
を
研
究
し
「
密
数
装
逹
史
」
を
渡
文
で
書
い
て
ゐ
る
。
こ

れ
は
五
冊
の
も
の
で
、
漢
文
で
あ
る
か
ら
支
那
の
僧
侶
や
西
洋
の
佛
赦
研
究

こ
れ
は
遂
に
日
本
學
界
の

評

判

と

な

者
な
ど
に
も
廣
＜
誼
ま
れ
て
ゐ
る

」
の
「
支
那
彫
塑
編
」
は
氏
の
著
述
中
で
も
最
も
努
力

氏
の
著
述
に
は
「
日
本
縮
甕
史
」
「
支
那
紛
盤
史
」
「
支
那
〔
美
術
史
〕
彫

こ
と
人
＼
＜
氏
が
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。

束
た
美
術
書
の
中
で
最
も
廣
汎
の
も
の
で
、
其
の
材
料
の
蒐
集
か
ら
説
明
は

を
経
て
ゐ
な
い
も
の
は
な
い
で
あ
ら
う
。

は
日
本
で
出

正
木
直
彦
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④

石
田
英
一
の
在
外
研
究

り
、
一
帝
図
學
士
院
か
ら
其
の
功
績
を
認
め
ら
れ
學
士
院
賞
を
賭
ら
れ
た
「
支

那
箱
蜜
小
史
」
な
ど
も
支
那
に
催
は
つ
て
支
那
の
學
校
の
数
科
書
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
ゐ
る
。

最
近
「
闘
本
穂
覧
」
な
ど
の
著
述
の
計
聾
も
あ
っ
た
が
仕
事
半
に
し
て
斃

れ
た
が
、
返
す
人
＼
も
傷
ま
し
く
お
し
き
限
り
で
あ
る
（
談
）

す
る
事
由
と
し
て

（
昭
和
二
年
三
月
十
日
『
国
民
新
聞
』
）

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
五
巻
第
八
号
に
は
西
崖
の
写
真
入

り
追
悼
記
事
（
経
歴
の
記
述
に
数
ヶ
所
誤
り
が
あ
る
。）
が
二
頁
に
亙
っ
て
掲

載
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
西
崖
の
膨
大
な
著
述
の
抜
粋
が

「
大
村
西
崖
先
生
編
著

年
表
（
仮
）
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

編
著
年
表
に
つ
い
て
は
吉
田
千

鶴
子
著
「
大
村
西
崖
の
美
術
批
評
」
「
大
村
西
崖
と
中
国
」
（
『
東
京
芸
術
大
学
美

術
学
部
紀
要
』
第
二
十
六
号
、
第
二
十
九
号
）
所
載
の
年
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ひ
で
い
ち

昭
和
二
年
二
月
三
日
、
金
工
科
鍛
金
部
教
授
石
田
英
一
は
文
部
省
よ
り
満
一
――

年
間
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
在
外
研
究
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

石
田
は
明
治
九
年
四
月
十

一
日
佐
賀
県
に
生
ま
れ
、
同
一
―
-
+
―
―
一
年
本
校
鍛
金

科
を
卒
業
し
、
同
三
十
八
年
十
二
月
本
校
雇
、
同
四
十
年
六
月
助
教
授
、
大
正

十
四
年
教
授
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
三
年
以
降
軍
籍
に
あ
り
、
度
々
応
召
し
、

大
正
四
年
除
隊
す
る
時
点
で
は
陸
軍
歩
兵
曹
長
で
あ
っ
た
。

石
田
の
海
外
派
遣
上
申
案
（
「
噸
芦
立
在
外
研
究
員
関
係
書
類
記
務
」）
に
は
派
遣
を
要

れ
て
い
る
。

一
著
書
T
h
e
 

右
石
田
英
一
ハ
本
校
鍛
金
科
（
現
時
金
工
科
）
出
身
ニ
シ
テ
金
工
科
ヲ
担
当

ス
ル
コ
ト
ニ
十
年
二
及
ビ
優
秀
ノ
技
能
ヲ
有
シ
金
工
技
術
ノ
研
究
二
熱
心
ナ

ル
者
ナ
ル
ニ
付
益
々
其
技
術
ノ
蘊
奥
ヲ
究
ハ
ム
ル
為
二
歌
洲
二
於
ケ
ル
金
工

術
最
新
ノ
質
地
的
研
究
二
従
事
セ
シ
メ
タ
ク
派
遣
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ニ
由
ル

と
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
昭
和
二
年
三
月
三
十
一
日
（
実
際
は
四
月
二
十
五

日
）
出
発
、
在
留
期
間
短
縮
に
よ
り
同
四
年
六
月
十
六
日
に
帰
国
し
、
復
職
。

本
校
廃
止
ま
で
在
職
し
、
東
京
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
も
っ
と
め
た
。

⑤

矢
代
幸
雄
の
欧
米
出
張

昭
和
二
年
三
月
二
日
、
教
授
矢
代
幸
雄
は
文
部
省
よ
り
欧
米
出
張
を
命
ぜ
ら

れ
た
。
矢
代
自
筆
の
出
張
願
（
「遠
咋
職
員
関
係
書
類
叱
務
」
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

欧
米
出
張
願

小
生
儀
去
ル
大
正
十
年
ョ
リ
大
正
十
四
年
二

亘
リ
テ
、
西
洋
美
術
史
二
関
ス

ル
文
部
省
在
外
研
究
員
ト
シ
テ
欧
洲
二
滞
留
中
、
主
ト
シ
テ
「
イ
タ

リ
ャ
」

文
藝
復
興
期
ノ
画
家
「
ボ
テ
ィ
チ
ヱ
リ
」
ノ
研
究
二
従
事
シ
、
研
究
ノ
結
果

Botticelli 
(
英
國

ハ
、
之
ヲ
論
文

A

N
e
w
l
y
 
D
i
s
c
o
v
e
r
e
d
 

B
u
r
l
i
n
g
t
o
n
 
M
a
g
a
z
i
n
e
大
正
十
四
年
四
月
号
登
載
）
並
ビ

S
a
n
d
r
o
 
B
o
t
t
i
c
e
lli

三
巻
（
大
正
十
四
年
十
一

月
ロ
ン
ド
ソ
市
T
h
e

M
e
d
i
c
i
 S
o
c
i
e
t
y
出
版
）
ト
シ
テ
発
表
致
シ
置
キ
候
。
然
ル
ニ
此
発
表
ハ

小
生
ノ
企
圏
シ
タ
ル
研
究
計
画
ヲ
盛
サ
ズ
、
特
ニ
ハ
「
ポ
テ
ィ
チ
ヱ
リ
」
ノ

史
的
考
察
二
鉄
ク
可
ラ
ザ
ル
「
ボ
テ
ィ
チ
ヱ
リ
」
ト
ソ
ノ
周
園
ト
ノ
関
係
ニ
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